	06
（月）
	世界 (せかい)を抱 (いだ)いた人々 (ひとびと)

	
	使11章19～30節　さて、ステパノのことから起 (お)こった迫害 (はくがい)により散 (ち)らされた人々 (ひとびと)は、フェニキア、キプロス、アンティオキアまで進 (すす)んで行 (い)ったが、ユダヤ人 (じん)以外 (いがい)の人 (ひと)には、だれにもみことばを語 (かた)らなかった。(19)

	
	Remnantは神様 (かみさま)が与 (あた)えてくださる祈 (いの)りの課題 (かだい)を握 (にぎ)りましょう。すると24時 (じ)になります。そのとき、小 (ちい)さい葛藤 (かっとう)の中 (なか)でも神様 (かみさま)の答 (こた)えと祝福 (しゅくふく)を見 (み)つけて、私 (わたし)の中 (なか)に福音 (ふくいん)のやぐらを建 (た)てるようになります。神様 (かみさま)はそのような人物 (じんぶつ)を通 (とお)して、現場 (げんば)に神様 (かみさま)がともにおられることを現 (あら)わされました。それなら、Remnantはどんなやぐらを建 (た)てるのでしょうか。

１つ目 (め)、運命 (うんめい)を変 (か)えるやぐらを建 (た)てましょう。ステパノは死 (し)の前 (まえ)でも福音 (ふくいん)を宣言 (せんげん)しました。ステパノの殉教 (じゅんきょう)は、運命 (うんめい)を変 (か)えるやぐらになって、世界 (せかい)宣教 (せんきょう)の門 (もん)が開 (ひら)かれました。ステパノの殉教 (じゅんきょう)現場 (げんば)にいた迫害者 (はくがいしゃ)パウロがキリストに会 (あ)って伝道者 (でんどうしゃ)に変 (か)わりました。２つ目 (め)、わざわいを止 (と)めるやぐらを建 (た)てましょう。キリストのやぐらを建 (た)てなかったイスラエルとローマにわざわいと滅 (ほろ)びが臨 (のぞ)みました。また、次世代 (じせだい)がみじめなわざわい中 (なか)にいるようになりました。Remnantはこれを止 (と)めるやぐらを建 (た)てましょう。３つ目 (め)、次世代 (じせだい)を生 (い)かすやぐらを建 (た)てましょう。パウロは会堂 (かいどう)に入 (はい)って次世代 (じせだい)になぜイエス・キリストでなければならないのかを教 (おし)えました。そして、福音 (ふくいん)を味 (あじ)わう祈 (いの)りと神 (かみ)の国 (くに)を教 (おし)えました。

Remnantは、礼拝 (れいはい)と祈 (いの)りの貴重 (きちょう)さと価値 (かち)を知 (し)って、その祝福 (しゅくふく)を回復 (かいふく)しましょう。そのとき、すべてが回復 (かいふく)します。


	
	神様 (かみさま)、神様 (かみさま)が願 (ねが)われるやぐらを私 (わたし)の人生 (じんせい)のやぐらとして建 (た)ててください。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン



2024.05.05.1部



	07
（火）
	世界 (せかい)の中 (なか)に入 (はい)った人々 (ひとびと)

	
	使13章1～5節　彼 (かれ)らが主 (しゅ)を礼拝 (れいはい)し、断食 (だんじき)していると、聖霊 (せいれい)が「さあ、わたしのためにバルナバとサウロを聖別 (せいべつ)して、わたしが召 (め)した働 (はたら)きに就 (つ)かせなさい」と言 (い)われた。(2)

	
	Remnantは朝 (あさ)と夜 (よる)に祈 (いの)りで神様 (かみさま)が備 (そな)えられたエネルギーを見 (み)つけましょう。すると、昼 (ひる)に答 (こた)えを発見 (はっけん)することができます。Remnantが祈 (いの)りの答 (こた)えを受 (う)けるためにする三 (みっ)つの奥義 (おくぎ)があります。

１つ目 (め)に、始 (はじ)まりの奥義 (おくぎ)です。どこに行 (い)っても、祈 (いの)りで神様 (かみさま)が備 (そな)えられた人 (ひと)と場所 (ばしょ)、ことを見 (み)つけましょう。(使13:1～5)そして、暗闇 (くらやみ)を砕 (くだ)きましょう。(使13:5～12)最後 (さいご)に、時代 (じだい)を変 (か)える弟子 (でし)を見 (み)つけましょう。(使14:14～20)２つ目 (め)、ターニングポイントの奥義 (おくぎ)です。現場 (げんば)で門 (もん)がふさがる時 (とき)があります。このとき、あきらめたり、ほかのところに行 (い)ってはいけません。神様 (かみさま)が導 (みちび)いてくださるのを待 (ま)って味 (あじ)わうとき、より良 (よ)い導 (みちび)きを受 (う)けます。３つ目 (め)、征服 (せいふく)の奥義 (おくぎ)です。パウロは会堂 (かいどう)で、なぜキリストでなければならないのかを説明 (せつめい)しました。(使17章 (しょう)1～9節 (せつ))ここで弟子 (でし)ヤソンが出 (で)て来 (き)て、大 (おお)きな実 (み)が結 (むす)ばれました。パウロは、安息 (あんそく)日 (ひ)ごとに礼拝 (れいはい)と祈 (いの)りを教 (おし)えました。(使18:4)そして、本当 (ほんとう)の答 (こた)えは、神 (かみ)の国 (くに)と御座 (みざ)の祝福 (しゅくふく)であることを説明 (せつめい)しました。(使19:8)

神様 (かみさま)はこの奥義 (おくぎ)を持 (も)っているRemnantを通 (とお)して、わざわい時代 (じだい)を止 (と)めてくださるでしょう。祈 (いの)りで三 (みっ)つの奥義 (おくぎ)を味 (あじ)わいましょう。


	
	神様 (かみさま)、神様 (かみさま)が与 (あた)えてくださる力 (ちから)を受 (う)ける時刻表 (じこくひょう)が始 (はじ)まりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2024.05.05.2部



	08
（水）
	三位 (さんみ)一体 (いったい)の神様 (かみさま)の働 (はたら)き

	
	マタ28:16～20　ですから、あなたがたは行 (い)って、あらゆる国 (くに)の人々 (ひとびと)を弟子 (でし)としなさい。父 (ちち)、子 (こ)、聖霊 (せいれい)の名 (な)において彼 (かれ)らにバプテスマを授 (さず)け、わたしがあなたがたに命 (めい)じておいた、すべてのことを守 (まも)るように教 (おし)えなさい。見 (み)よ。わたしは世 (よ)の終 (お)わりまで、いつもあなたがたとともにいます。(19-20)

	
	Remnantにとって最高 (さいこう)の祝福 (しゅくふく)は、三位 (さんみ)一体 (いったい)の神様 (かみさま)が私 (わたし)に働 (はたら)かれることです。この祝福 (しゅくふく)を受 (う)けたRemnantが、知 (し)って味 (あじ)わうことがあります。

１つ目 (め)に、三位 (さんみ)一体 (いったい)の神様 (かみさま)は今 (いま)、三 (みっ)つの働 (はたら)きをしておられます。救 (すく)いの働 (はたら)きを成 (な)し遂 (と)げて、みことばを成就 (じょうじゅ)しておられます。また、私 (わたし)たちの祈 (いの)りに答 (こた)えてくださっています。２つ目 (め)、10の土台 (どだい)を覚 (おぼ)えて、味 (あじ)わいましょう。Remnantのすべては神様 (かみさま)の絶対 (ぜったい)主権 (しゅけん)の中 (なか)にあります。神様 (かみさま)の方法 (ほうほう)はキリストです。神様 (かみさま)の力 (ちから)は聖霊 (せいれい)で、神様 (かみさま)の保証書 (ほしょうしょ)は神様 (かみさま)のみことばです。Remnantは神様 (かみさま)の宮 (みや)なので滅 (ほろ)びることがなく、Remnantが行 (い)く所 (ところ)が宣教地 (せんきょうち)です。神様 (かみさま)が私 (わたし)たちのすべての生活 (せいかつ)を守 (まも)っておられます。３つ目 (め)、神様 (かみさま)はRemnantを、特 (とく)にTCKを、一人 (ひとり)で生 (い)き残 (のこ)ることができるように造 (つく)って行 (い)っておられます。だれも助 (たす)けてくれなくても、神様 (かみさま)が与 (あた)えてくださる力 (ちから)を持 (も)ってすべての人 (ひと)を生 (い)かす答 (こた)えを受 (う)けるでしょう。

Remnantは神様 (かみさま)の計画 (けいかく)の中 (なか)にある契約 (けいやく)の旅程 (りょてい)を歩 (あゆ)み、だまされないようにしましょう。ほかの人 (ひと)は三位 (さんみ)一体 (いったい)の神様 (かみさま)の働 (はたら)きを知 (し)らずにいます。この事実 (じじつ)を知 (し)らせて、それを知 (し)らないようにさせる暗闇 (くらやみ)の力 (ちから)から神様 (かみさま)が救 (すく)い出 (だ)されるのを見 (み)ましょう。


	
	神様 (かみさま)、全世界 (ぜんせかい)の暗闇 (くらやみ)に光 (ひかり)を照 (て)らすレムナントになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2024.05.11.レムナント伝道学



	09
（木）
	暗闇 (くらやみ)の勢力 (せいりょく)に勝 (か)つ目 (め)に見 (み)えないやぐら

	
	使1章1、3、8節、ピリ3章1～21節　しかし、聖霊 (せいれい)があなたがたの上 (うえ)に臨 (のぞ)むとき、あなたがたは力 (ちから)を受 (う)けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリアの全土 (ぜんど)、さらに地 (ち)の果 (は)てまで、わたしの証人 (しょうにん)となります。(使1:8)

	
	神様 (かみさま)はRemnantを通 (とお)して世界 (せかい)が生 (い)かされると言 (い)われました。聖書 (せいしょ)のRemnantは、神様 (かみさま)が与 (あた)えられた力 (ちから)を持 (も)って世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)をしました。Remnantはこの力 (ちから)を確信 (かくしん)すればよいのです。

１つ目 (め)、キリストは、すべてを超越 (ちょうえつ)する力 (ちから)です。サタンの頭 (あたま)を打 (う)ち砕 (くだ)いた女 (おんな)の子孫 (しそん)、イスラエル民族 (みんぞく)を奴隷 (どれい)から解放 (かいほう)させた血 (ち)のいけにえ、インマヌエル、神 (かみ)の御子 (みこ)であるイエス・キリストを味 (あじ)わいましょう。そのとき、三位 (さんみ)一体 (いったい)の神様 (かみさま)の力 (ちから)がRemnantに働 (はたら)いて、霊的 (れいてき)サミットになります。２つ目 (め)、御座 (みざ)の力 (ちから)を知 (し)りましょう。すべての暗闇 (くらやみ)を終 (お)わらせて、神様 (かみさま)のみことばが成就 (じょうじゅ)されたカルバリの丘 (おか)の十字架 (じゅうじか)の契約 (けいやく)、そして、御座 (みざ)の力 (ちから)を教 (おし)えたオリーブ山 (やま)の契約 (けいやく)、聖霊 (せいれい)の力 (ちから)が臨 (のぞ)んだマルコの屋上 (おくじょう)の部屋 (へや)の契約 (けいやく)が御座 (みざ)の力 (ちから)です。３つ目 (め)、神様 (かみさま)は世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)できる力 (ちから)をRemnantに与 (あた)えてくださいました。パウロは会堂 (かいどう)を訪 (たず)ねて行 (い)って、次世代 (じせだい)にキリストと祈 (いの)り、御座 (みざ)の力 (ちから)を教 (おし)えました。御座 (みざ)の力 (ちから)を伝 (つた)えてもらったRemnantが、散 (ち)らされた者 (もの)になりました。彼 (かれ)らは、イスラエルが滅 (ほろ)びた後 (あと)にも世界 (せかい)を生 (い)かしました。

Remnantがこの三 (みっ)つの力 (ちから)を確信 (かくしん)するとき、目 (め)に見 (み)えないやぐらが建 (た)てられるでしょう。

	
	神様 (かみさま)、永遠 (えいえん)の遺産 (いさん)を残 (のこ)すRemnantになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2024.01.16.世界青少年修練会1講



	10
（金）
	実際 (じっさい)のやぐら(作品 (さくひん))を建 (た)てる見張 (みは)り人 (にん)

	
	使1章3節、ピリ3章1～21節　イエスは苦 (くる)しみを受 (う)けた後 (あと)、数多 (かずおお)くの確 (たし)かな証拠 (しょうこ)をもって、ご自分 (じぶん)が生 (い)きていることを使徒 (しと)たちに示 (しめ)された。四十日 (よんじゅうにち)にわたって彼 (かれ)らに現 (あらわ)れ、神 (かみ)の国 (くに)のことを語 (かた)られた。(使1:3)

	
	Remnantは実際 (じっさい)のやぐらを建 (た)てる見張 (みは)り人 (にん)です。サミットやぐらを建 (た)てるとき、世 (よ)の中 (なか)の人々 (ひとびと)が言 (い)う基準 (きじゅん)で建 (た)てるのではありません。Remnantはどのようにやぐらを建 (た)てるのでしょうか。

１つ目 (め)、神様 (かみさま)が世界 (せかい)を生 (い)かされるのを見 (み)るので、霊的 (れいてき)サミットになるサミットタイムを持 (も)ちましょう。霊的 (れいてき)サミットになるということは、祈 (いの)りのやぐらを建 (た)てて、霊的 (れいてき)な王 (おう)になるということです。聖書 (せいしょ)のRemnantは幼 (おさな)い時 (とき)からサミットタイムを持 (も)ちました。２つ目 (め)、Remnantは必 (かなら)ず答 (こた)え受 (う)けるために、サミットの器 (うつわ)を備 (そな)えましょう。やぐらと旅程 (りょてい)、道 (みち)しるべを続 (つづ)けて祈 (いの)りで味 (あじ)わって、神様 (かみさま)の祝福 (しゅくふく)を聖霊 (せいれい)によって刻印 (こくいん)してもらいましょう。これが根 (ね)をおろして体質 (たいしつ)になるとき、答 (こた)えが始 (はじ)まります。３つ目 (め)、サミット姿勢 (しせい)を備 (そな)えましょう。サミット姿勢 (しせい)は、神様 (かみさま)が私 (わたし)と私 (わたし)たちと、すべてのこととともにおられることを覚 (おぼ)えることです。すると、成功 (せいこう)する前 (まえ)にTop (トップ)の座 (ざ)に行 (い)って、戦 (たたか)わずに勝 (か)ちます。生活 (せいかつ)の中 (なか)に神様 (かみさま)の力 (ちから)と計画 (けいかく)が成 (な)り立 (た)つので、私 (わたし)の考 (かんが)えと主張 (しゅちょう)は必要 (ひつよう)なくなります。

いまは実際 (じっさい)にやぐらを建 (た)てるように祈 (いの)りましょう。237か国 (こく)に、まだ福音 (ふくいん)を聞 (き)くことができない５千 (せん)種族 (しゅぞく)がいます。彼 (かれ)らに神様 (かみさま)が福音 (ふくいん)の影響 (えいきょう)を与 (あた)えられ、癒 (い)やされ、サミットとされるのを見 (み)る答 (こた)えを受 (う)けるでしょう。


	
	神様 (かみさま)、神様 (かみさま)が暗闇 (くらやみ)に陥 (おちい)った者 (もの)を救 (すく)い出 (だ)されるやぐらを実際 (じっさい)に建 (た)てることができますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


世界青少年修練会2講



	11
（土）
	未来 (みらい)を生 (い)かす永遠 (えいえん)のやぐら

	
	ピリ3章1～21節　しかし、私 (わたし)たちの国籍 (こくせき)は天 (てん)にあります。そこから主 (しゅ)イエス・キリストが救 (すく)い主 (ぬし)として来 (こ)られるのを、私 (わたし)たちは待 (ま)ち望 (のぞ)んでいます。(20)

	
	Remnantは未来 (みらい)を生 (い)かす見張 (みは)り人 (にん)です。それゆえ、永遠 (えいえん)のやぐらをRemnantの中 (なか)に建 (た)てましょう。すると、霊的 (れいてき)な指導者 (しどうしゃ)になって人々 (ひとびと)がついて来 (く)るようになります。

１つ目 (め)、永遠 (えいえん)の嗣業 (しぎょう)を作 (つく)りましょう。Remnantに神様 (かみさま)が与 (あた)えてくださった力 (ちから)が臨 (のぞ)むように祈 (いの)り続 (つづ)けていれば、神様 (かみさま)が備 (そな)えられた旅程 (りょてい)を歩 (あゆ)むようになります。そして、使徒 (しと)の働 (はたら)きに現 (あらわ)れたパウロの道 (みち)しるべが私 (わたし)の道 (みち)しるべになります。２つ目 (め)、永遠 (えいえん)の作品 (さくひん)を作 (つく)りましょう。ヨセフはポティファルの家 (いえ)に奴隷 (どれい)として行 (い)きました。そこで、神様 (かみさま)が総理 (そうり)になるようにされ、世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)をするようにされました。永遠 (えいえん)の嗣業 (しぎょう)の内容 (ないよう)と神様 (かみさま)が与 (あた)えられる力 (ちから)を持 (も)ってすればよいのです。すると御座 (みざ)の力 (ちから)とタラント、ミッションが与 (あた)えられて、永遠 (えいえん)の力 (ちから)とタラント、ミッションが出 (で)て来 (き)ます。３つ目 (め)、永遠 (えいえん)の遺産 (いさん)を残 (のこ)します。永遠 (えいえん)の遺産 (いさん)は、未信者 (みしんじゃ)が知 (し)らない、上 (うえ)から与 (あた)えられる力 (ちから)のことです。ほかの力 (ちから)ではなく、権威 (けんい)ができるということです。そこから私 (わたし)の力 (ちから)が出 (で)てきます。このように、答 (こた)えを受 (う)ければ、黙 (だま)っていても人々 (ひとびと)はついて来 (く)るようになります。

これからの時代 (じだい)は、神様 (かみさま)がRemnantを通 (とお)して生 (い)かされます。神様 (かみさま)が与 (あた)えてくださった力 (ちから)をRemnantの中 (なか)にやぐらとして建 (た)てる祈 (いの)りを始 (はじ)めましょう。

	
	神様 (かみさま)、未来 (みらい)を生 (い)かすやぐらを準備 (じゅんび)するRemnantになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン



2024.01.16.世界青少年修練会3講



